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近畿中央病院の診療休止について

令和7年11月28日

市立伊丹病院・近畿中央病院
統合委員会【資料②】





1. 近畿中央病院の令和8年3月診療休止について

2「令和７年度第1回 阪神地域医療構想調整会議」資料より

（議題1資料 P.1参照）
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2. 統合新病院整備事業の推進について

「令和７年度第1回 阪神地域医療構想調整会議」資料より
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（１）市立伊丹病院における

診療科の新設・拡張

④ 脳神経外科① 腎臓内科

⑤ 眼科② 耳鼻咽喉科

⑥ 歯科口腔外科③ 脳神経内科

⇒大学医局との調整により医師を招聘

（2）近畿中央病院職員先行受け入れ

⇒令和8年4月より100人規模の職員を

市立伊丹病院で先行受け入れ

～市立伊丹病院の取り組み～
外来（R6実績）入院（R6実績）

診療科
延べ患者数（人）延べ患者数（人）

5,2353,390① 腎臓内科

9,1442,916② 耳鼻咽喉科

6,3006,738③ 脳神経内科

3,1213,366④ 脳神経外科

10,7612,410⑤ 眼科

14,3162,367⑥ 歯科口腔外科

1) 近畿中央病院における入院・外来患者数実績
● 新設・拡張する診療科毎の入院・外来延べ患者数（R6実績）

入院患者の市別割合

・伊丹市 ５２．２％
・尼崎市 ３９．２％
・その他 ８．６％

外来患者の市別割合

・伊丹市 ５４．４％
・尼崎市 ３４．０％
・その他 １１．６％

市内外に関わらず、できるだけ多くの入院・外来患者を、

現行の市立伊丹病院において受け入れる体制を整備

2）職員先行受入れの基本的考え方

① 地域医療提供体制の維持 ② 統合新病院開院に向けた人材確保

③ 医療人材の育成 ④ 物理的・財政的な検証

出典：近畿中央病院決算統計資料

3. 地域医療提供体制の維持について

「令和７年度第2回 地域医療体制確保に向けた連絡調整会議」資料より

（3）アクセス向上策の検討

3）アクセス向上策の検討

近畿中央病院から市立伊丹病院までのアクセスの向上策を検討し、利用者

をより受入れやすい環境の整備を図る
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（１）令和６年中 伊丹市消防局

救急搬送人数 11,377人

〇市内医療機関 7,357人（64.7％）
〇市外医療機関 4,020人（35.3％）

（２）近畿中央病院への救急搬送患者

診療科目・傷病程度別 内訳

～近畿中央病院のR6実績～

その内

●近畿中央病院 １，９９３人（17.5％）

出典：伊丹市消防局警防室救急課資料

1) 伊丹市消防局による救急搬送患者の内訳（全体）

① 診療科目別の「全体人数」と「割合」

令和6年中 一般外科 整形外科 脳神経外科 内 科 循環器科 消化器科 呼吸器科 小児科 精神科 産婦人科 眼 科
耳鼻咽喉

科
泌尿器科 その他 計

市内搬送数 157人 1,169人 1,176人 3,995人 192人 189人 35人 297人 0人 18人 2人 14人 88人 25人 7,357人

割合 2.1% 15.9% 16.0% 54.3% 2.6% 2.6% 0.5% 4.0% 0.0% 0.2% 0.0% 0.2% 1.2% 0.3% 100%

市外搬送数 131人 470人 791人 1,249人 438人 146人 28人 424人 8人 43人 13人 37人 47人 195人 4,020人

割合 3.3% 11.7% 19.7% 31.1% 10.9% 3.6% 0.7% 10.5% 0.2% 1.1% 0.3% 0.9% 1.2% 4.9% 100%

② 診療科目別の「市内外人数」と「割合」

割合 軽症 中等症 重症 死亡

内科 1,189 59.7% 713 442 13 21
脳神経外科 374 18.8% 243 131
整形外科 116 5.8% 84 20 12
循環器科 111 5.6% 30 81
消化器科 66 3.3% 11 55
一般外科 57 2.9% 48 9
泌尿器科 33 1.7% 26 7
耳鼻咽喉科 12 0.6% 11 1
呼吸器科 11 0.6% 2 9
小児科 11 0.6% 7 4
その他 7 0.4% 1 5 1
産婦人科 5 0.3% 5
眼科 1 0.1% 1

合計 1,993 100% 1,182 764 26 21

59.3% 38.3% 1.3% 1.1%

単位：人

近畿中央病院

割合

2) 市立伊丹病院における救急受入れ体制の強化

① 人員体制の強化・運用方法の改善・ベッドコントロールの効率化等々の実施により、市立伊丹病院に

おける救急受入れ体制を強化

② これにより、近畿中央病院がこれまで受入れてきた救急搬送患者について市立伊丹病院において対応

③ さらに、市外搬送の多い脳神経外科救急搬送患者にも対応するため、専門医招聘により救急受入れ体

制の強化を図る

④ 住み慣れた地域で必要とされる医療を安心して受診できるよう医療提供体制の確保を目指す

出典：伊丹市消防局警防室救急課資料

4. 救急搬送患者に係る受入れ体制の強化について

「令和７年度第2回 地域医療体制確保に向けた連絡調整会議」資料より

令和6年中 一般外科 整形外科 脳神経外科 内 科 循環器科 消化器科 呼吸器科 小児科 精神科 産婦人科 眼 科 耳鼻咽喉科 泌尿器科 その他 計

全搬送数 288人 1,639人 1,967人 5,244人 630人 335人 63人 721人 8人 61人 15人 51人 135人 220人 11,377人

割合 2.5% 14.4% 17.3% 46.1% 5.5% 2.9% 0.6% 6.3% 0.1% 0.5% 0.1% 0.4% 1.2% 1.9% 100.0%
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救急搬送患者に係る
機能分化・連携強化の推進

《基本的考え方》

兵庫県・伊丹市医師会・伊丹市
歯科医師会・市立伊丹病院等が
連携し、近畿中央病院がこれま
で担ってきた、地域における医
療機能へ対応

尼崎市医師会・尼崎市等とも連
携し、阪神圏域全体における、
機能分化・連携強化の取組みを
推進

患者に不安や不利益を生じさせ
る事の無いよう最大限の配慮
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5. 救急搬送患者に係る機能分化・連携強化の推進について

「令和７年度第2回 地域医療体制確保に向けた連絡調整会議」資料より


